
大 学 院 学 生 (平成4年皮)

霊長類学専攻

氏 名 学年 相弔教官 研究テーマ

小林秀司 D5 野上裕生 新熟柿区における広

舟校規の種分化に関

する研究

Soumah D4 杉山幸丸 ニホンザルの採食行

AlyGaspard 動と順位

綿木良太 D4 庄武孝義 (休学中)

小林 隆 D3 加納隆至 ウマの匂いづけ行動

松村秀一 D3 加納隆至 スラウェシマカクの

社会行動

楠本千絵 D3 加納隆至 ボノボ集団の血縁関

係

河本敏夫 D3 久保田競 (休学中)

植木 D2

浩一郎

小川秀司 b2

拐妾直樹 D2

花浮明俊 Dl

田中 香 Dl

久保田鶴 随意運動の発現機構

の解明

加納隆至 チベットマカタの社

会行動

加納隆至 ヤクシマザルの採食

行動

久保田競 注意の神経機構

加納隆至 ニホンザルの採食行

動の発達

宮地剛士 M3 久保田競 (休学中)

近藤 M3 杉山幸丸 (休学中)
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高次視覚処理の研究

頬入校の集団iB伝

チンパンジーの分類

行動

ニホンザルの表情

作業記憶課題遂行中

のサルの前頭連合野

におけるニューロン

活動の解析

桶禰和秀 Ml 小嶋祥三 霊長類における音声

･聴覚の研究

山地 言 Ml 杉山幸丸 チンパンジーの行動

学的研究

白石陽子 Ml 竹中 修 霊長探脳における迫

伝子発現の研究

研究概要

小林秀司

ティティ属の系統分頬学的研究

頭骨の全休的形状.歯の形態.地理分布.核型,

生態的知見などの形質から.ティティ属の系統関

係と.分化･分散のバターンを解析した｡

SoumahAlyGaspard

ニホンザルの繁殖の栄養による制限

高順位のメスと低順位のメスの繋碑成功皮の違

いを,エネルギー,タンパク質,アミノ酸の摂取

量の違いから説明した｡

小林 陰

部井岬の半野生馬の社会学的研究

排せつ物によるにおいづけ行動と,においに対

する反応に関して,紋察および野外実験を行うこ

とによって,においづけの槻能を調べる｡

松村秀一

ムーアマカクの社会学的研究

インドネシア･スラウェシ島において,ムーア

マカクの社会構造を明らかにする｡

植木浩一郎

単純視覚性反応時間課題における

GABA抑制の役割

大脳皮質の情報処理械桶と伝達物質の役割を解明

するため.神経細胞の活動の記録とモデルの計算

機シミュレーションを行った｡

小川秀司

チベットモンキーの社会学的研究

中国黄山において,オス間およびメス問の社会

関係を調査し.他の種との比較からマカク屑の社

会の進化を考察する｡

花洋明俊

運動視の多缶性

仰皮の空間周波数フィルター出力から直接視覚

的運動を検出する横柄と中間的な情報表現を経て

運動を検出する枝梢の脳内での存在様式を調べるo
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田中 香

野生霊長類の採食生態

ニホンザル及びテナガザルにおいて.採食行動

と群れの形態との関連を調査し,霊長類の群れの

機能について考察する｡

嶋田 誠

多座位電気泳動法における

ヒト上科系統樹の評価

多座位電気泳動法により種系統樹を再構築する

際の仮定事項を検討することにより,変異の維持

機構と進化史との関連を調べる.

田中正之

チンパンジーによる分類行動

チンパンジーに ｢分類｣行動を学習させ,新奇

状況での自発的分類傾向から,彼らが世界をどう

ようなカテゴリに分けているかを調べる｡

金沢 別

ニホンザルの表情認知

見本合わせ課題や視覚的探索課題をサルに行わ

せ,顔のどの部分の動きが ｢表情｣を作り出すか

を調べる｡そしてその進化について考察する｡

松元健二

視覚認知情報の行動への変換の脳内機構

顔や食べ物などの写真を弁別,記憶する課題遂

行時の前頭眼高回のニューロン活動を解析し,視

覚認知に基づいた行動における役割を考察する｡

橋禰和秀

霊長類における視聴覚の統合

チンパンジーとニホンザルについて,視聴覚間

のクロスモーダルな情報処理の特性を実験的に検

討し,ヒトとの比較をおこなう｡

白石闇子
サル大脳皮質前頭連合野における

特異的退伝子発現の探索

サブトラクション法により作成した前頭連合野

特異的退伝子のcDNAライブラリーを用いて,霊

長類大脳皮質の進化を検討する｡

長谷川良平

作業記憶課題遂行中のサルの

前頭連合野におけるニューロン活動の解析

作業記憶の脳内機構を調べるため,眼球運動を用

いた遅延見本合わせ課題遂行中のサルの前頭連合

野から単一ニューロン活動を記録する｡

山越 言

野生チンパンジーの社会学的研究

ギニア共和国ポッソウに生息するチンパンジー

群を対象に,群内の個体問関係,近隣群との群問

関係を研究する｡
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外国人研究員

氏 名 受入教官 研 究 課 題 招哨期間

AlberLo 瀬戸口 南米嘱乳矧 こ関 3.7.1

Cadena 烈司 する系統学的 ～

研究 4.6.30

IverH. 松沢哲郎 チンパンジーに 4.6.24

Iversen おける刺激等価 ～

性の研究 5.4.23

外国人共同研究者
氏 名 受入教官 研 究 課 題 招哨期間

Ellen 加納隆至 ボノボの道具使 3.9.21

Ingmanson 用 ･知能に関す ～
る観察資料の整 4.8.20

理分析

研 修 員
氏 名 指導教官 研 究 課 琴 研修期間
芝原総子 大揮秀行 授乳が性行動に 4.4.I

及ぼす影響 ～
5.3.31

竹中晃子 竹中 修 カニクイザルの 4.4.1

α-グロビン退 ～

伝子領域に見出 5.3.31

された未知プロ

セスト退伝子に

ついて

三谷雅純 杉山幸九･コンゴ国熱帯雨 4.4.1

林における同所 ～

性霊長類の研究 5.3.31

瀬戸口 加納隆至 小型嘱乳頬 (特 4.8.I

美恵子 に樹上性リス) ～

の社会学的研究 5.7.31

Suchinda 竹中 修 カニクイザルの 4.12.1

Malaivijitnon グロビン退伝子 ～
構造解析 5.2.28

日本学術振興会特別研究員

氏 名 指導教官 研 究課 題 研修期間

伏見貴夫 小嶋祥三 霊長類のコミュ 3.4.1
ニケ-ションに ～

関する実験的研 5.3.31

究

目上耕司 松沢哲郎 霊長類における 4.4.1

利他的行動の ～

実験的分析 6.3.31

室山泰之 杉山幸丸 霊長類の相互交 4.4.1

渉に関する行動 ～

学的研究 5.3.31

高井正成 野上裕生 南米コロンビア 4.4.I

のラベンタ地域 ～

から産出する霊 5.3.31

長類化石の解析

受託研究員
氏 名 指導教官 研 究課 題 研修期間

安藤一郎 久保田戟 大脳生理学につ 4.4.1
いて ～

5.3.31

研 究 生

氏 名 指導教官 研 究 課 舶 研修期間

山根 到 久保田競 目標到達運動に 4.4.1

おける運動駒野 ～
の機能 5.3.31

栗田博之 杉山幸丸 霊長類の行動と 4.4.1
生態の研究 ～

5.3.31

Gurja 庄武孝義 霊長Flの集団 4.10.1

Belay 退伝学的研究 ～
5.3.31
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